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ど
う
な
る　

経
済
ス
タ
ッ
フ

る
。
金
利
は
ま
だ
ま
だ
高
い

の
に
」
と
語
り
、「
消
費
者

向
け
融
資
も
、
１
年
前
な
ら

１
０
件
に
１
件
し
か
お
り
な

か
っ
た
の
に
、
今
で
は
１
０

件
に
５
件
は
認
め
ら
れ
る
」

と
続
け
た
。

　

イ
タ
ウ
・
ウ
ニ
バ
ン
コ
社

理
事
の
ア
ン
ド
レ
・
ダ
レ
氏

は
、「
私
た
ち
は
会
社
訪
問

で
大
き
な
手
ご
た
え
を
得
て

い
る
。
中
小
企
業
な
ら
ば
、

訪
問
先
で
そ
の
ま
ま
融
資
契

約
を
結
べ
る
例
も
あ
る
」
と

語
る
。

　

中
銀
に
よ
る
と
、
消
費
者

向
け
の
融
資
は
昨
年
下
半
期

か
ら
増
え
始
め
て
い
る
。
昨

年
第
４
四
半
期
か
ら
は
、
企

業
向
け
融
資
も
回
復
し
始
め

て
い
る
。
昨
年
１
２
月
〜
今

年
２
月
の
３
カ
月
と
、
そ
の

直
前
の
３
カ
月
と
で
は
、
前

者
の
方
が
、
企
業
向
け
融
資

は
７
・
４
％
、
消
費
者
向
け

融
資
は
０
・９
％
多
か
っ
た
。

　

Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
が
年
利
６
・

５
０
％
と
史
上
最
低
値
を
更

新
し
た
た
め
、
銀
行
が
公
債

に
投
資
し
て
得
て
い
た
利
益

　

エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス
財
相
（
社
会
民
主
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
が
大
統
領
選
へ
の

出
馬
を
目
指
し
、
４
月
初
旬
に
財
相
を
辞
任
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
に
移
籍
し
、
大
統
領
も
し
く
は
テ
メ
ル
大
統
領
の

副
候
補
と
し
て
の
出
馬
が
有
力
視
さ
れ
る
。
２
７
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

銀
行
（
Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
総
裁

に
就
任
す
る
予
定
に
も
な
っ

て
お
り
、
メ
イ
レ
レ
ス
氏
の

辞
任
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
う

ま
く
機
能
し
て
い
た
経
済
ス

タ
ッ
フ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
こ

と
を
、
大
統
領
は
懸
念
し
て

い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｄ
Ｂ
は
現
在
、

リ
オ
の
直
接
統
治
の
国
民
の

受
け
の
良
さ
を
背
景
と
し
て
、

テ
メ
ル
氏
再
選
に
向
け
て
動

い
て
い
る
状
態
だ
。
だ
が
、

党
内
で
は
テ
メ
ル
政
権
そ
の

も
の
の
支
持
率
の
低
さ
な
ど

を
理
由
に
依
然
と
し
て
反
対

勢
力
も
根
強
く
、
ま
だ
大
統

領
候
補
を
確
定
で
き
ず
に
い

る
状
況
だ
。

　

メ
イ
レ
レ
ス
氏
は
Ｍ
Ｄ
Ｂ

で
候
補
が
定
ま
ら
な
い
こ
と

に
乗
じ
て
移
籍
を
試
み
て
い

る
。
そ
れ
は
、
大
統
領
候
補
、

も
し
く
は
テ
メ
ル
氏
の
副
候

補
の
確
約
が
取
れ
な
く
て
も

強
行
す
る
と
い
う
。
同
氏
が

所
属
す
る
Ｐ
Ｓ
Ｄ
は
、
大
統

領
選
で
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ

キ
ミ
ン
聖
州
知
事
を
推
し
、

さ
ら
に
聖
州
知
事
選
で
も
、

　

２
５
日
未
明
、
大
聖
市
圏

グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
で
、
人
気

フ
ァ
ン
キ
歌
手
の
Ｍ
Ｃ
ブ
リ

ゾ
ラ
の
乗
っ
た
車
が
電
信
柱

に
ぶ
つ
か
り
、
車
が
真
っ
二

つ
に
大
破
す
る
事
故
が
あ
っ

た
。
こ
の
事
故
で
、
車
を
運

転
し
て
い
た
フ
ェ
リ
ペ
・
ミ

ラ
ン
ダ
・
ア
ラ
ヴ
ェ
ナ
・
ダ

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
市
市

長
の
副
候
補
を
立
て
て
支
援

す
る
な
ど
、民
主
社
会
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
と
の
連
立
体
制
が

既
に
出
来
上
が
っ
て
お
り
、

メ
イ
レ
レ
ス
氏
を
擁
立
し
て

大
統
領
選
を
戦
う
意
図
が
な

い
。

　

メ
イ
レ
レ
ス
氏
は
、
早
け

れ
ば
４
月
２
日
に
辞
任
を
表

明
す
る
の
で
は
な
い
か
と
見

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
と
米
国
に
行
く
行

事
が
控
え
て
お
り
、
そ
の
前

に
辞
め
る
と
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
氏
が

大
統
領
選
を
狙
う
た
め
に
は

４
月
７
日
ま
で
の
大
臣
職
辞

任
が
憲
法
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
党
の
移
籍
の
期
日

も
迫
っ
て
い
る
。

大
統
領
選
へ
の
希
望
捨
て
ら
れ
ず

が
薄
く
な
っ
て
お
り
、
投
資

先
の
変
更
、
つ
ま
り
企
業
や

個
人
に
融
資
し
て
金
利
を
稼

ぐ
方
向
に
シ
フ
ト
す
る
動
き

も
出
て
い
る
。

　

ブ
ラ
デ
ス
コ
銀
行
の
融
資

部
長
レ
ア
ン
ド
ロ
・
ジ
ニ
ス

氏
は
、「
市
場
が
よ
く
な
れ

ば
我
々
も
そ
の
流
れ
に
つ
い

て
い
く
」
と
語
る
。
消
費
者

へ
の
融
資
も
、
返
済
期
限
の

長
期
化
や
融
資
の
際
に
担
保

を
求
め
ら
れ
な
い
な
ど
の
変

化
が
起
き
て
い
る
。

　

サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
銀
行
の

消
費
者
融
資
部
長
の
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
ジ
ュ
ル
セ
ヴ
ィ
ッ

チ
氏
は
「
当
行
は
１
２
カ
月

前
か
ら
前
向
き
に
融
資
を
し

て
き
て
お
り
、
最
近
に
な
っ

ｉ
ｃ
）
引
き
下
げ
を
決
め
て

お
り
、
現
在
の
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ

は
記
録
的
な
低
水
準
の
年
利

６
・５
０
％
だ
。

　

中
銀
は
２
６
日
に
、
今
年

の
自
由
融
資
枠
の
予
想
を
、

従
来
の
昨
年
比
４
％
増
か
ら

６
％
増
に
引
き
上
げ
た
。

　

全
国
経
営
財
務
協
会
（
Ａ

ｎ
ｅ
ｆ
ａ
ｃ
）
幹
部
の
ミ

ゲ
ル
・
オ
リ
ベ
イ
ラ
氏
は
、

「
少
し
前
ま
で
は
銀
行
幹
部

が
企
業
を
訪
ね
て
融
資
を
勧

め
る
事
な
ぞ
な
か
っ
た
が
、

今
は
ど
こ
で
も
そ
う
し
て
い

　

１
６
年
末
ま
で
２
年
以
上

も
大
型
不
況
が
続
い
た
上
、

１
７
年
の
経
済
状
況
は
回
復

の
兆
し
が
見
え
始
め
た
程
度

だ
っ
た
た
め
、
銀
行
は
民
間

企
業
へ
の
融
資
に
二
の
足
を

踏
ん
で
き
た
。
年
が
明
け
て

景
気
回
復
の
足
取
り
が
確
か

な
も
の
に
な
っ
て
き
た
事

で
、
銀
行
が
積
極
的
に
融
資

先
を
探
し
始
め
た
と
、
２
７

日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

伯
国
中
銀
は
２
１
日
に
、

一
昨
年
か
ら
連
続
１
２
回
目

の
経
済
基
本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ

無
担
保
融
資
や
返
済
期
限
延
長
も

聖
市
の
独
立
記
念
公
園
閉
鎖
へ

て
積
極
的
に
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
返
済
期
限
を
２
割

延
長
す
る
こ
と
も
や
ぶ
さ
か

で
は
な
い
」
と
語
っ
た
。

　

中
銀
は
２
６
日
、
１
０

月
１
日
か
ら
、
デ
ビ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
で
の
カ
ー
ド
発

行
会
社
の
取
り
分
を
、
決
済

額
の
０
・
８
％
か
ら
０
・
５
％

に
引
き
下
げ
る
と
発
表
し

た
。
昨
年
の
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
取
引
総
額
は
４
８
１
０
億

レ
ア
ル
で
、
世
帯
消
費
の

１
１
・６
％
だ
っ
た
。

　

カ
ー
ド
会
社
の
取
り
分
を

引
き
下
げ
る
事
で
小
売
店
の

負
担
が
減
れ
ば
、
そ
の
分
が

消
費
者
価
格
に
も
還
元
さ

れ
、
デ
ビ
ッ
ト
取
引
が
促
進

さ
れ
る
と
み
て
い
る
。

辞
任
の
意
思
を
伝
え
た
と
い

う
。
こ
の
際
、
後
任
と
し
て

財
務
省
内
部
の
マ
ン
ス
エ
ト
・

ア
ウ
メ
イ
ダ
氏
か
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
・
グ
ア
ル
ジ
ア
氏
の
名
前

も
挙
げ
た
と
い
う
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
現
政
権

で
経
済
が
復
興
し
た
こ
と
を

売
り
に
し
て
お
り
、
２
６
日

に
聖
州
商
業
連
盟
の
会
合
で

演
説
を
行
っ
た
際
も
、「
現
在

の
経
済
ス
タ
ッ
フ
を
崩
し
て
は

い
け
な
い
」
と
、
難
色
を
示

す
発
言
も
行
っ
て
い
る
。

　

現
状
で
は
グ
ア
ル
ジ
ア
氏

が
後
任
に
最
も
近
い
と
見
ら

れ
て
い
る
。
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ

ア
下
院
議
長
も
同
氏
の
就
任

を
望
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

現
政
権
の
経
済
ス
タ
ッ
フ

は
、
ジ
オ
ゴ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ

ラ
企
画
相
が
社
会
経
済
開
発

大不況脱出から１年が経ち、銀行も積極的に融資
先を探している（参考画像・Levy Ferreira/SMCS）

２７日のメイレレス氏とテメル氏（Alan Santos/PR）

Ｍ
Ｄ
Ｂ
へ
の
移
籍
も
強
行
へ

黄 熱 病

　

メ
イ
レ
レ
ス
氏
は
７
２
歳

と
高
齢
で
も
あ
り
、
今
回
の

大
統
領
選
が
ラ
ス
ト
・
チ
ャ

ン
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

現
状
で
の
国
民
の
支
持
率
は

１
％
ほ
ど
と
低
い
。

ゴ
ス
チ
ー
ニ
ョ
さ
ん
が
死
亡

し
た
。
ブ
リ
ゾ
ラ
本
人
は
事

故
当
時
、
後
部
座
席
に
乗
っ

て
お
り
、
か
す
り
傷
を
負
っ

た
だ
け
で
済
ん
だ
。
事
故
車

は
ブ
リ
ゾ
ラ
所
有
の
も
の

だ
っ
た
が
、
友
人
で
あ
る

フ
ェ
リ
ペ
さ
ん
が
運
転
。
制

限
速
度
８
０
キ
ロ
の
と
こ
ろ

を
１
６
０
キ
ロ
の
猛
ス
ピ
ー

ド
で
走
っ
て
い
た
と
い
う
。

警
察
は
、
フ
ェ
リ
ペ
さ
ん
が

飲
酒
や
薬
物
の
摂
取
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
か
を
捜
査
中

だ
。
ブ
リ
ゾ
ラ
は
動
画
サ
イ

ト
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
上
で
人

気
を
博
す
歌
手
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

候
補
乱
立
状
態
の
大
統
領

選
だ
が
、
連
立
与
党
の
ひ
と

つ
、
ブ
ラ
ジ
ル
共
和
党
（
Ｐ

Ｒ
Ｂ
）
も
２
７
日
、
独
自

候
補
を
発
表
し
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｂ

の
推
薦
を
受
け
た
の
は
、
衣

服
の
小
売
チ
ェ
ー
ン
、
リ
ア

シ
ュ
エ
ロ
の
経
営
者
の
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
・
ロ
シ
ャ
氏
だ
。
同

氏
は
、
保
守
系
の
政
治
運
動

団
体
「
ブ
ラ
ジ
ル
自
由
運
動

（
Ｍ
Ｂ
Ｌ
）」
と
の
つ
な
が
り

も
強
い
人
物
だ
。
ロ
シ
ャ
氏

の
出
馬
に
よ
り
、
テ
メ
ル
政

権
が
当
初
目
論
ん
で
い
た
、

連
立
与
党
代
表
と
い
え
る
候

補
の
選
出
は
ま
す
ま
す
難
し

く
な
る
。
テ
メ
ル
大
統
領
に

は
痛
い
も
の
に
？

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
２
８
日
は
サ
ッ
カ
ー

の
聖
州
選
手
権
準
決
勝
、
コ

リ
ン
チ
ャ
ン
ス
対
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
第
２
戦
が
行
わ
れ

る
。
第
１
戦
は
０
―
１
で
敗

戦
を
喫
し
て
し
ま
っ
た
コ
リ

ン
チ
ャ
ン
ス
が
、
本
拠
地
の

イ
タ
ケ
ロ
ン
に
戻
っ
て
の

２
戦
目
で
逆
転
な
る
か
。
２

年
連
続
優
勝
に
向
け
て
、
負

け
ら
れ
な
い
１
戦
と
な
る
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
が
勝
て
ば
、

２
０
０
６
年
以
来
、
１
２
年

ぶ
り
の
決
勝
進
出
と
な
る
。

　

今
日
２
８
日
、
大
統
領
選

に
向
け
、
南
伯
巡
り
を
し
て

い
る
ル
ー
ラ
元
大
統
領
が
、

パ
ラ
ナ
州
ク
リ
チ
ー
バ
に
到

着
す
る
。
そ
の
機
を
狙
い
、

保
守
系
政
治
団
体
の
ブ
ラ
ジ

ル
自
由
運
動
（
Ｍ
Ｂ
Ｌ
）
と

極
右
大
統
領
候
補
の
ジ
ャ

イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
支

持
者
が
デ
モ
を
行
う
可
能
性

が
強
い
と
、
２
７
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

連
邦
第
４
地
域
裁
か
ら
収

賄
と
資
金
洗
浄
容
疑
で
１
２

年
１
カ
月
の
実
刑
判
決
を
受

け
な
が
ら
も
、
ル
ー
ラ
元
大

統
領
は
現
在
、
南
伯
で
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。

南
伯
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
行

く
先
々
で
抗
議
運
動
に
遭
っ

て
い
る
。

　

ル
ー
ラ
氏
は
２
８
日
に
、

ク
リ
チ
ー
バ
で
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
締
め
く
く
る
。
同
市
は
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
拠

点
地
域
で
、
ル
ー
ラ
氏
へ
の

第
１
審
判
決
も
下
さ
れ
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

反
左
翼
系
の
抵
抗
は
か
な
り

強
い
こ
と
が
か
ね
て
か
ら
予

想
さ
れ
て
い
た
。

　

Ｍ
Ｂ
Ｌ
は
既
に
、
２
８
日

午
後
３
時
３
０
分
に
バ
リ
ギ

公
園
の
駐
車
場
を
出
、
ル
ー

ラ
氏
が
キ
ャ
ラ
バ
ン
最
後
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
の
サ

ン
ト
ス
・
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
広

場
に
近
い
、
１
２
月
１
９
日

広
場
ま
で
の
デ
モ
行
進
を
行

う
と
宣
言
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
日
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
は
別
件
で
同
州
ポ
ン

タ
・
グ
ロ
ッ
サ
に
行
く
所
用

が
あ
り
、
そ
の
前
に
同
氏
の

支
持
者
が
ク
リ
チ
ー
バ
市
の

ピ
ニ
ャ
イ
ス
空
港
に
迎
え
に

行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ク
リ
チ
ー
バ
市
で
は
特
別
な

イ
ベ
ン
ト
は
組
ま
れ
て
い
な

い
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
常

に
ル
ー
ラ
氏
に
対
し
て
批
判

的
な
言
動
を
繰
り
返
し
て
お

り
、
警
察
は
何
ら
か
の
抗
議

活
動
や
混
乱
が
起
き
る
の
で

は
と
警
戒
し
て
い
る
。

　

黄
熱
病
に
感
染
し
た
サ
ル

の
死
体
が
発
見
さ
れ
た
事
を

受
け
、
聖
市
市
役
所
が
２
６

日
、
同
市
イ
ピ
ラ
ン
ガ
地
区

の
独
立
記
念
公
園
を
２
７
日

か
ら
３
０
日
間
閉
鎖
す
る
事

を
決
め
た
と
２
７
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
な
ど
が
報
じ
た
。

　

聖
市
で
は
、
１
７
年
１
０

月
に
同
市
北
部
の
州
立
公
園

で
発
見
さ
れ
た
サ
ル
の
死
体

か
ら
黄
熱
病
の
ウ
イ
ル
ス
が

検
出
さ
れ
て
以
来
、
同
様
の

サ
ル
の
死
体
が
発
見
さ
れ
る

都
度
、
公
園
を
閉
鎖
し
、
予

防
接
種
を
呼
び
か
け
て
き

た
。

　

サ
ル
の
死
体
が
発
見
さ
れ

た
事
で
感
染
危
険
地
区
に
指

定
さ
れ
た
地
域
は
、
北
部
か

ら
南
部
、
東
部
に
と
拡
大
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
３
月

１
６
日
ま
で
予
防
接
種
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
た

が
、
実
施
率
は
期
待
さ
れ
た

ほ
ど
伸
び
ず
、
１
９
日
か
ら

５
月
３
０
日
ま
で
は
、
市
内

全
域
の
保
健
所
で
の
第
３
次

予
防
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
て
い
る
。
聖
市
保
健

局
に
よ
る
と
、
１
５
日
ま
で

に
予
防
接
種
を
受
け
た
聖
市

民
は
約
５
８
０
万
人
で
、
対

象
人
口
の
約
半
分
し
か
接
種

を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
閉
鎖
さ
れ
た

市
立
公
園
は
２
８
カ
所
に
上

る
。
東
部
の
カ
ル
モ
公
園
以

外
は
３
月
３
０
日
か
ら
再
開

と
決
ま
っ
た
途
端
の
独
立
記

念
公
園
閉
鎖
と
な
っ
た
。

　

市
役
所
で
は
、
こ
れ
を
機

会
に
イ
ピ
ラ
ン
ガ
地
区
で
の

予
防
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

強
化
す
る
意
向
だ
。

　

聖
市
で
は
８
人
の
黄
熱
病

感
染
が
確
認
さ
れ
、
内
４
人

が
死
亡
し
て
い
る
。
ま
た
、

聖
州
で
の
黄
熱
病
の
死
者
は

１
週
間
で
８
・
８
％
増
え
、

１
３
６
人
に
達
し
た
。
死
者

の
大
半
は
男
性
で
、
平
均
年

齢
は
４
２
歳
だ
と
い
う
。

　

他
方
、
２
６
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
な
ど
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
で
は
、
伯
国
で
黄
熱
病

に
感
染
し
て
帰
国
し
た
患
者

７
人
の
内
２
人
が
死
亡
し

た
と
報
じ
た
。
同
国
保
健
省

が
２
３
日
に
発
表
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
伯
国
に
旅
行

し
た
際
に
黄
熱
病
に
感
染
し

た
人
の
内
、
６
人
は
リ
オ
州

イ
ー
リ
ャ
・
グ
ラ
ン
デ
で
感

染
。
も
う
１
人
は
ミ
ナ
ス
州

の
オ
ウ
ロ
・
プ
レ
ッ
ト
で
感

染
し
た
と
い
う
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
観

光
客
は
外
国
人
の
中
で
も

群
を
抜
い
て
多
い
。
１
７

年
は
前
年
比
１
４
・
３
％
増

の
２
６
２
万
２
３
２
７
人

が
伯
国
を
訪
れ
て
お
り
、

同
年
の
外
国
人
観
光
客
の

３
９
・８
０
％
を
占
め
た
。

　

２
２
日
の
汎
米
保
健
機
構

（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
の
発
表
に
よ

る
と
、
伯
国
訪
問
中
に
黄
熱

病
に
感
染
し
た
外
国
人
観
光

客
は
１
１
人
だ
が
、
死
者
は

２
人
か
ら
４
人
に
増
え
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
２
６

日
、
配
車
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ

規
制
法
案
を
、
拒
否
権
を
行

使
す
る
こ
と
な
く
裁
可
し
た

と
、
２
７
日
付
伯
字
各
紙
が

報
じ
た
。
同
法
は
２
７
日
付

官
報
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
の
法
案
が
昨
年
４
月
に

下
院
で
承
認
さ
れ
た
時
は
、

タ
ク
シ
ー
会
社
寄
り
の
内
容

で
、
ア
プ
リ
運
営
会
社
が
反

発
し
た
。
だ
が
、
昨
年
１
０

月
に
上
院
を
通
っ
た
時
は
、

多
く
の
ア
プ
リ
運
営
会
社
へ

の
規
制
が
取
り
除
か
れ
た
。

　

下
院
差
し
戻
し
後
、
２
月

２
８
日
に
下
院
を
再
通
過
し

た
同
法
は
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
や
Ｃ

ａ
ｂ
ｉ
ｆ
ｙ
、
９
９
の
各
社

に
は「
勝
利
」、既
存
タ
ク
シ
ー

会
社
に
は
「
敗
北
」
と
受
け

止
め
ら
れ
て
い
た
。

　

同
法
で
は
、
配
車
サ
ー
ビ

ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
働

く
場
合
、
自
治
体
に
許
可
を

得
る
必
要
は
な
い
が
、
各
自

治
体
に
は
ア
プ
リ
配
車
サ
ー

ビ
ス
を
規
制
、
監
査
す
る
権

限
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
は
、
年
齢
制
限

や
、
本
人
と
乗
客
を
対
象
と

し
た
事
故
保
険
へ
の
加
入
義

務
、
無
犯
罪
証
明
の
提
出
な

ど
、
各
地
の
自
治
体
や
交
通

規
制
当
局
か
ら
の
要
求
に
従

う
義
務
が
生
ず
る
。

　

ア
プ
リ
運
営
会
社
最
大
手

の
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
は
、「
議
会
が

承
認
し
た
法
案
は
２
千
万
人

の
ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
聞
い
た

も
の
」
と
し
、
Ｃ
ａ
ｂ
ｉ
ｆ

ｙ
も
「
利
用
者
に
便
利
な
都

市
交
通
が
、
法
に
よ
り
保
護

さ
れ
た
」
と
の
声
明
を
発
表

し
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

3月27日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.3309  R$
買　3.3297  R$

円相場
売　0.0316  R$
買　0.0316  R$

やはり４月に財相辞任へ

本
日
ル
ー
ラ
が
ク
リ
チ
ー
バ
へ

Ｍ
Ｂ
Ｌ
と
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
抗
議
か
？

伯
国
帰
り
の
亜
国
人
２
人
死
亡

メイレレス
景 気 回 復

銀
行
が
積
極
的
に
融
資
先
探
し

（２）２０１８年 第４９６５号 ３月 ２８日 （水曜日）

拒
否
権
行
使
な
く
裁
可
さ
れ
る

ア
プ
リ
運
営
会
社
は
歓
迎
の
姿
勢

Ｕｂｅｒ法

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
手
数
料
も
下
げ

　
メ
イ
レ
レ
ス
氏
は
２
３
日
、
テ
メ
ル
大
統
領
を
訪
ね
て
、 ！？
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（４）２０１８年 第４９６５号 ３月 ２８日 （水曜日）

第
だい

８回
かい

世
せ

界
かい

水
みず

フォーラム
　

皇こ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
１
９
、２
０
の
両

り
ょ
う

日じ
つ

、
首し

ゅ

都と

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
「
第だ

い

８
回か

い

世せ

界か
い

水み
ず

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
ご
臨り

ん

席せ
き

さ
れ
た
。
９
年ね

ん

ぶ
り
、
４
回か

い

目め

の
ご
出

し
ゅ
っ

席せ
き

と
な
っ
た
。

来ら
い

年ね
ん

５
月が

つ

１
日た

ち

に
新し

ん

天て
ん

皇の
う

に
即そ

く

位い

さ
れ
る
殿で

ん

下か

に
と
っ
て
、
今こ

ん

回か
い

が
即そ

く

位い

前ま
え

の
最さ

い

後ご

の

同ど
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
出

し
ゅ
っ

席せ
き

と
な
っ
た
。
殿で

ん

下か

は
開か

い

会か
い

式し
き

で
ご
挨あ

い

拶さ
つ

さ
れ
た
ほ
か
、「
水み

ず

と
災さ

い

害が
い

」
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
パ
ネ
ル
に
お
い
て
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

に
臨の

ぞ

ま
れ
た
。
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
う

天て
ん

皇の
う

と
し
て
の

在あ

り
方か

た

を
模も

索さ
く

し
て
国こ

く

民み
ん

に
寄よ

り
添そ

わ
れ
て
き
た
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

の
想お

も

い
を
踏ふ

ま
え
、
時じ

代だ
い

に
即そ

く

し
た
公こ

う

務む

の
一ひ

とつ
と
し
て
「
国こ

く

民み
ん

の
幸し

あ
わせ
」
に
加く

わ

え
、「
世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

の
生せ

い

活か
つ

向こ
う

上じ
ょ
う」

を
願ね

が

う
が
ゆ
え
に
水み

ず

問も
ん

題だ
い

を
研け

ん

究き
ゅ
うさ
れ
て
き
た
殿で

ん

下か

の
お
姿す

が
たを
深ふ

か

く
印い

ん

象し
ょ
うづ
け
る
機き

会か
い

と
な
っ
た
。

ブラジリア

皇こ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

が
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

「
２
１
世せ

い

紀き

は
水み

ず

に
よ
る
繁は

ん

栄え
い

の
世せ

い

紀き

に
」

閉
へいかい

会式
しき

でご挨
あい

拶
さつ

された皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

（Foto: Marcos Corrêa/PR）

珈
コー

琲
ヒー

の実
み

をカメラで撮
さつ

影
えい

された (Marcello Casal JrAgência Brasil)

　

１
９
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

、
首し

ゅ

都と

の
イ
タ
マ
ラ
チ
宮き

ゅ
う
（
伯は

っ

国こ
く

外が
い

務む

省し
ょ
う）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
開か

い

会か
い

式し
き

に
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
テ
メ

ル
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う、
ホ
ド
リ
ゴ
・
ロ
ー

レ
ン
バ
ー
グ
連れ

ん

邦ぽ
う

区く

知ち

事じ

、

ア
ロ
イ
シ
オ
・
ヌ
ネ
ス
・
フ
ェ

ヘ
イ
ラ
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

ら
政せ

い

府ふ

要よ
う

人じ
ん

の
ほ
か
、
各か

っ

国こ
く

首し
ゅ

脳の
う

や
政せ

い

府ふ

要よ
う

人じ
ん

ら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。
そ

の
様よ

う

子す

は
同ど

う

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

メ
イ
ン
会か

い

場じ
ょ
うで
あ
る
ウ
リ
ッ
セ

ス
・
ギ
マ
ラ
ン
エ
ス
会か

い

議ぎ

場じ
ょ
うに

生な
ま

中ち
ゅ
う

継け
い

さ
れ
た
。

　

地ち

球き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
う

保ほ

護ご

や
持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な
開か

い

発は
つ

の
考か

ん
が

え
方か

た

に
大お

お

き
な
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
た

１
９
９
２
年ね

ん

の
リ
オ
環か

ん

境き
ょ
うサ

ミ
ッ
ト
、
２
０
１
２
年ね

ん

の
リ

オ
プ
ラ
ス
２
０
の
開か

い

催さ
い

地ち

が

ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
っ
た
経け

い

緯い

を
踏ふ

ま
え
て
、
３
０
年ね

ん

に
向む

け
た

持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な
開か

い

発は
つ

目も
く

標ひ
ょ
う（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達た

っ

成せ
い

に
向む

け
て

着ち
ゃ
く

実じ
つ

に
履り

行こ
う

し
て
い
く
こ
と

を
テ
メ
ル
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
、

政せ
い

府ふ

が
取と

り

組く

む
水み

ず

問も
ん

題だ
い

の
課か

題だ
い

に
つ
い
て
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　
「
水み

ず

が
全す

べ

て
の
人ひ

と

の
も
の
と

な
る
世せ

界か
い

の
た
め
に
、
我わ

れ

々わ
れ

は
力ち

か
ら
を
結け

っ

集し
ゅ
うし
て
い
か
な
け

れ
ば
」と
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

調ち
ょ
うを
訴う

っ
たえ
、

「
水み

ず

を
守ま

も

る
こ
と
は
人に

ん

間げ
ん

の

尊そ
ん

厳げ
ん

を
守ま

も

る
こ
と
」
と
水み

ず

問も
ん

題だ
い

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　

ま
た
、
開か

い

会か
い

式し
き

に
臨り

ん

席せ
き

さ

れ
た
殿で

ん

下か

は
、「
水み

ず

と
地ち

球
き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
うや
他た

分ぶ
ん

野や

と
の
緊き

ん

密み
つ

な

関か
か

わ
り
を
知し

り
、
過か

去こ

の
経け

い

験け
ん

や
良よ

き
事じ

例れ
い

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
、
解か

い

決け
つ

の
た
め
の
行こ

う

動ど
う

を
起お

こ

す
た
め
、
こ
の
水み

ず

フ
ォ
ー
ラ
ム

が
素す

晴ば

ら
し
い
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
期き

待た
い

し
ま
す
」
と

英え
い

語ご

で
お
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
ら
れ

た
。

英
えい

語
ご

で基
き

調
ちょう

講
こう

演
えん

をされた

水み
ず

問も
ん

題だ
い

を
新あ

ら

た
な

公こ
う

務む

に

　

殿で
ん

下か

は
学が

く

習し
ゅ
う

院い
ん

大だ
い

学が
く

ご
在ざ

い

学が
く

時じ

に
交こ

う

通つ
う

・
流

り
ゅ
う

通つ
う

史し

を
専せ

ん

攻こ
う

し
、
英え

い

国こ
く

オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大だ

い

学が
く

留り
ゅ
う

学が
く

時じ

に

は
、
テ
ム
ズ
川が

わ

の
水す

い

運う
ん

史し

を

研け
ん

究き
ゅ
うさ
れ
た
。
水み

ず

問も
ん

題だ
い

を
研け

ん

究き
ゅ
うす
る
な
か
で
、
視し

野や

や
活か

つ

動ど
う

の
幅は

ば

を
広ひ

ろ

げ
ら
れ
る
大お

お

き

な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

０
３
年ね

ん

に
京

き
ょ
う

都と

に
て
開か

い

催さ
い

さ

れ
た「
第だ

い

３
回か

い

世せ

界か
い

水み
ず

フ
ォ
ー

ラ
ム
」
だ
っ
た
。

　

同ど
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
名め

い

誉よ

総そ
う

裁さ
い

を
務つ

と

め
た
殿で

ん

下か

は
、
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
専せ

ん

門も
ん

家か

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うの

な
か
で
、
水み

ず

を
巡め

ぐ

る
問も

ん

題だ
い

が

社し
ゃ

会か
い

的て
き

弱じ
ゃ
く

者し
ゃ

や
地ち

球き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
う、

自し

然ぜ
ん

災さ
い

害が
い

な
ど
多た

方ほ
う

面め
ん

に
渡わ

た

る
こ
と
に
驚お

ど
ろ
き
、
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
た
い
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
以い

来ら
い

、
メ
キ
シ
コ

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
第だ

い

４
回か

い

、
ト

ル
コ
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
第だ

い

５
回か

い

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

に
臨の

ぞ

ま
れ
た
。

　

そ
ん
な
１
１
年ね

ん

３
月が

つ

１
１

に
は
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

が
発は

っ

生せ
い

。
津つ

波な
み

に
よ
る
壊か

い

滅め
つ

的て
き

な

被ひ

害が
い

に
よ
り
、
死し

者し
ゃ

・
行ゆ

く

方え

不ふ

明め
い

者し
ゃ

は
１
万ま

ん

８
４
３
４
人に

ん

に
上の

ぼ
っ
た
。
そ
の
翌よ

く

年と
し

に
フ
ラ

ン
ス
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
第だ

い

６
回か

い

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
８
６
９

年ね
ん

に
発は

っ

生せ
い

し
た
貞

じ
ょ
う

観が
ん

地じ

震し
ん

を

　世
せ

界
か い

水
み ず

フォーラムは、仏
ふ つ

マルセイユに本
ほ ん

拠
き ょ

を置
お

く民
み ん

間
か ん

シンクタンク
「世

せ

界
か い

水
み ず

会
か い

議
ぎ

」によって運
う ん

営
え い

される、世
せ

界
か い

の水
み ず

問
も ん

題
だ い

を扱
あつか

う国
こ く

際
さ い

会
か い

議
ぎ

だ。世
せ

界
か い

で深
し ん

刻
こ く

化
か

する水
み ず

問
も ん

題
だ い

、特
と く

に飲
い ん

料
りょう

水
す い

、衛
え い

生
せ い

問
も ん

題
だ い

における
世
せ

界
か い

の関
か ん

心
し ん

を高
た か

め、世
せ

界
か い

１７０カ国
こ く

以
い

上
じょう

から水
み ず

企
き

業
ぎょう

、水
み ず

事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する技
ぎ

術
じゅつ

者
し ゃ

、学
が く

者
し ゃ

、非
ひ

政
せ い

府
ふ

組
そ

織
し き

、国
こ く

際
さ い

連
れ ん

合
ご う

機
き

関
か ん

等
な ど

のあらゆる分
ぶ ん

野
や

の人
ひ と

々
びと

が一
い ち

同
ど う

に集
つ ど

い、世
せ

界
か い

の水
み ず

政
せ い

策
さ く

について議
ぎ

論
ろ ん

することを目
もく

的
て き

として３年
ね ん

毎
ご と

に開
か い

催
さ い

されている。
　南

みなみ

半
は ん

球
きゅう

で初
はつ

開
か い

催
さ い

となった今
こん

フォーラムは、１８日
にち

から２２日
にち

にかけて
開
かい

催
さい

され、「水
みず

の共
きょう

有
ゆ う

」をテーマとして２００以
い

上
じょう

のセッションやディ
ベートが催

もよお

された。そのほか、各
かっ

国
こく

政
せ い

府
ふ

や企
き

業
ぎょう

などおよそ１００団
だん

体
たい

が出
しゅっ

展
て ん

するエキスポ＆フェアのほか、新
あら

たな取
とり

組
く

みとして無
む

料
りょう

開
か い

放
ほ う

された
「市

し

民
みん

村
む ら

」も設
せっ

置
ち

された。開
かい

催
さい

期
き

間
かん

中
ちゅう

には、およそ４万
まん

５千
せん

人
に ん

が来
らい

場
じょう

したと見
み

られる。次
つぎ

の第
だい

９回
かい

フォーラムは２０２１年
ねん

に西
にし

アフリカのセネ
ガル共

きょう

和
わ

国
こく

で開
かい

催
さ い

される。

第
だ い

８回
か い

世
せ

界
か い

水
み ず

フォーラムとは



新し
ん

時じ

代だ
い

の
ご
公こ

う

務む

を
模も

索さ
く

さ
れ

テメル大
だい

統
とう

領
りょう

と握
あく

手
しゅ

される皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

（Alan Santos/Agencia Brasil）

講
こう

演
えん

を熱
ねっ

心
しん

に聴
ちょう

講
こう

された

３６年
ねん

ぶりにEMBRAPAを視
し

察
さつ

された (Marcello Casal JrAgência Brasil)

例れ
い

に
、
過か

去こ

の
災さ

い

害が
い

の
教

き
ょ
う

訓く
ん

に
学ま

な

ぶ
こ
と
の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
訴

う
っ
た

え
か
け
ら
れ
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

２
月が

つ

２
１
日に

ち

に
お
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

に
際さ

い

し
た
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で

殿で
ん

下か

は
、「『
水み

ず

』
問も

ん

題だ
い

に
つ

い
て
は
、
水み

ず

は
人ひ

と

々び
と

の
生せ

い

活か
つ

に
と
っ
て
不ふ

可か

欠け
つ

な
も
の
で
あ

る
と
同ど

う

時じ

に
洪こ

う

水ず
い

な
ど
の
災さ

い

害が
い

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
に
『
水み

ず

』
を
切き

り
口く

ち

と
し
て
、
国こ

く

民み
ん

生せ
い

活か
つ

の
安あ

ん

定て
い

、

発は
っ

展て
ん

、
豊ゆ

た

か
さ
や
防ぼ

う

災さ
い

な
ど

に
考か

ん
が
え
を
巡め

ぐ

ら
せ
て
い
く
こ

と
も
で
き
る
と
思お

も

い
ま
す
。

私わ
た
しと
し
て
は
、
今こ

ん

後ご

と
も
、

国こ
く

民み
ん

の
幸し

あ
わ
せ
や
世せ

界か
い

各か
く

地ち

の

人ひ
と

々び
と

の
生せ

い

活か
つ

向こ
う

上じ
ょ
うを
願ね

が

っ
て

い
く
上う

え

で
の
一ひ

と
つ
の
軸じ

く

と
し

て
、『
水み

ず

』
問も

ん

題だ
い
へ
の
取と

り

組く

み

を
大た

い

切せ
つ

に
し
て
い
け
れ
ば
と

思お
も

っ
て
お
り
ま
す
」
と
お
考

か
ん
が

え
を
述の

べ
ら
れ
て
い
る
。

移い

民み
ん

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

に
も
言げ

ん

及き
ゅ
う

　

同ど
う

日じ
つ

午ご

後ご

２
時じ

、
ウ
リ
ッ

セ
ス
・
ギ
マ
ラ
ン
エ
ス
会か

い

議ぎ

場じ
ょ
うに
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
「
水み

ず

と

災さ
い

害が
い

」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ハ
イ

レ
ベ
ル
パ
ネ
ル
に
お
い
て
、
殿で

ん

下か

は
「
水み

ず

が
も
た
ら
す
繁は

ん

栄え
い

、

平へ
い

和わ

、
そ
し
て
、
幸こ

う

福ふ
く

」
と

題だ
い

し
た
基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

を
お
よ
そ

３
５
分ふ

ん

間か
ん

に
及お

よ

び
英え

い

語ご

で
行

お
こ
な

わ
れ
た
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

、
昨さ

く

年ね
ん

は
世せ

界か
い

各か
く

地ち

で
水み

ず

関か
ん

連れ
ん

災さ
い

害が
い

に
見み

舞ま

わ
れ
、

日に

本ほ
ん

で
も
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
う

北ほ
く

部ぶ

で
豪ご

う

雨う

が
あ
っ
た
こ
と
に
触ふ

れ
ら
れ
、

全す
べ

て
の
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

に
対た

い

し
深ふ

か

い

哀あ
い

悼と
う

の
意い

と
被ひ

災さ
い

者し
ゃ

の
方か

た

々が
た

に
お
見み

舞ま

い
の
気き

持も

ち
を
表

ひ
ょ
う

明め
い

さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
殿で

ん

下か

は
、「
開か

い

催さ
い

国こ
く

ブ
ラ
ジ
ル
は
心こ

こ
ろ
の
広ひ

ろ

い
国く

に

で

あ
る
」
と
し
て
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うか

ら
多お

お

く
の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

移い

民み
ん

を
受う

け
入い

れ
て
き
た
と
語か

た

り
、「
今こ

年と
し

、
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

は
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
繁は

ん

栄え
い

と
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

さ
れ
て
き
た

全す
べ

て
の
方か

た

々が
た

に
心こ

こ
ろ
か
ら
の
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ
し
ま
す
」
と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
も
想お

も

い
を
寄よ

せ
た
。

水み
ず

に
よ
る
繁は

ん

栄え
い

、

平へ
い

和わ

、
幸こ

う

福ふ
く

　

殿で
ん

下か

は
本ほ

ん

題だ
い

へ
と
移う

つ

り
、

「
ど
の
よ
う
な
地ち

域い
き

や
国く

に

に

お
い
て
も
、
水み

ず

は
人ひ

と

々び
と

の
生せ

い

活か
つ

や
社し

ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

を
維い

持じ

す
る
た
め
の
不ふ

可か

欠け
つ

な
要よ

う

素そ

の

一ひ
とつ
で
し
た
」
と
水み

ず

問も
ん

題だ
い

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うさ
れ
た
。
水み

ず

は

い
つ
で
も
自じ

由ゆ
う

に
利り

用よ
う

可か

能の
う

な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ

え
に
繁は

ん

栄え
い

、
平へ

い

和わ

、
そ
し
て
、

幸こ
う

福ふ
く

の
た
め
水み

ず

を
巡め

ぐ

る
問も

ん

題だ
い

に
取と

り

組く

ん
で
き
た
の
が
人じ

ん

類る
い

の
歴れ

き

史し

だ
っ
た
と
し
て
、
具ぐ

体た
い

的て
き

な
事じ

例れ
い

を
取と

り

上あ

げ
て
説せ

つ

明め
い

さ
れ
た
。

　

江え

戸ど

時じ

代だ
い

に
慢ま

ん

性せ
い

的て
き

な
水み

ず

不ぶ

足そ
く

に
よ
り
水み

ず

を
巡め

ぐ

っ
て
争

あ
ら
そ

い
が
絶た

え
な
か
っ
た
安あ

ん

城じ
ょ
う

ヶ

原は
ら

に
お
い
て
、
豪ご

う

農の
う

・
都つ

築づ
き

弥や

厚こ
う

が
発は

つ

案あ
ん

し
た
明め

い

治じ

用よ
う

水す
い

（
農の

う

業ぎ
ょ
う

用よ
う

水す
い

路ろ

）
は
そ
の
一い

ち

例れ
い

だ
。

　

こ
れ
に
よ
り
先せ

ん

進し
ん

的て
き

な
農の

う

業ぎ
ょ
う

地ち

帯た
い

の
一ひ

と
つ
に
成せ

い

長ち
ょ
うし
た

こ
と
を
指し

摘て
き

し
、「
こ
れ
は
地ち

域い
き

の
経け

い

済ざ
い

と
社し

ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

に
、

水み
ず

が
ど
の
よ
う
に
著

い
ち
じ
るし
く
貢こ

う

献け
ん

し
た
か
を
示し

め

す
好こ

う

例れ
い

で
す
」

と
話は

な

さ
れ
た
。

　

も
う
一ひ

と
つ
の
例れ

い

と
し
て
は
、

セ
ラ
ー
ド
農の

う

業ぎ
ょ
う

開か
い

発は
つ

を
挙あ

げ
た
。
こ
の
度た

び

、
３
６
年ね

ん

振ぶ

り
に
セ
ラ
ー
ド
農の

う

牧ぼ
く

畜ち
く

研け
ん

究
き
ゅ
う

セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｐ

Ａ
）を
ご
視し

察さ
つ

さ
れ
た
殿で

ん

下か

は
、

「
日に

っ

伯ぱ
く

研け
ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

が
セ
ラ
ー
ド

を
変へ

ん

貌ぼ
う

さ
せ
よ
う
と
の
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

的て
き

な
決け

つ

意い

と
継け

い

続ぞ
く

的て
き

努ど

力
り
ょ
く

に
深ふ

か

く
感か

ん

銘め
い

を
受う

け
ま
し
た
」

と
当と

う

時じ

を
振ふ

り
返か

え
っ
た
。

　

さ
ら
に
「
３
６
年ね

ん

前ま
え

に
見み

た
人ひ

と

々び
と

の
夢ゆ

め

は
実じ

つ

現げ
ん

し
、
今い

ま

や
世せ

界か
い

で
も
先せ

ん

進し
ん

的て
き

な
農の

う

業
ぎ
ょ
う

地ち

帯た
い

の
一ひ

とつ
に
変へ

ん

貌ぼ
う

を
遂と

げ
た

の
で
す
」
と
話は

な

さ
れ
た
。

　

か
つ
て
は
不ふ

毛も
う

地ち

帯た
い

と
呼よ

ば
れ
た
地ち

域い
き

が
、「
水み

ず

」
へ
の

着ち
ゃ
く

眼が
ん

で
は
な
く
土ど

壌じ
ょ
う

改か
い

良
り
ょ
う

や
開か

い

発は
つ

に
よ
っ
て
変へ

ん

貌ぼ
う

を
遂と

げ
た
こ
と
を
指し

摘て
き

し
、「
水み

ず

の

分ぶ
ん

野や

と
他た

分ぶ
ん

野や

の
人ひ

と

々び
と

と
の

緊き
ん

密み
つ

な
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
促そ

く

進し
ん

す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
私わ

た
した
ち
に
新あ

ら

た

な
発は

っ

展て
ん

の
水す

い

平へ
い

線せ
ん

が
開ひ

ら

け
て

く
る
の
で
す
」
と
訴う

っ
た
え
か
け

ら
れ
た
。

　

今こ
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
水み

ず

の
共

き
ょ
う

有ゆ
う

」
の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

に
つ
い
て
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。
武ぶ

将し
ょ
う・
武た

け

田だ

信し
ん

玄げ
ん

が
水み

ず

争あ
ら
そい
を

し
て
い
た
３
つ
の
村む

ら

に
、
農の

う

業ぎ
ょ
う

用よ
う

水す
い

を
均き

ん

等と
う

に
配は

い

分ぶ
ん

す
る

た
め
に
築き

ず

い
た
と
言い

わ
れ
る

山や
ま

梨な
し

県け
ん

の
「
三さ

ん

分ぶ

一い
ち

湧ゆ
う

水す
い

」

を
例れ

い

に
、「
こ
れ
が
示し

め

し
て
い

る
の
は
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
、

水み
ず

と
水す

い

源げ
ん

を
守ま

も

る
た
め
に
協

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
、
異こ

と

な
る
水み

ず

利り

用よ
う

を
折お

り
合あ

わ
せ
る
こ
と
が
、
水み

ず

の

共き
ょ
う

有ゆ
う

、
そ
し
て
繁は

ん

栄え
い

、
平へ

い

和わ

、
幸こ

う

福ふ
く

を
達た

っ

成せ
い

す
る
第だ

い

一い
っ

歩ぽ

だ
と
い
う
こ
と
で
す
」
と

過か

去こ

の
教

き
ょ
う

訓く
ん

を
紐ひ

も

解と

か
れ
た
。

　

続つ
づ

い
て
、
地ち

球き
ゅ
う

温お
ん

暖だ
ん

化か

や
気き

候こ
う

変へ
ん

動ど
う

に
よ
り
、
豪ご

う

雨う

や
洪こ

う

水ず
い

、
旱か

ん

魃ば
つ

な
ど
水み

ず

関か
ん

連れ
ん

災さ
い

害が
い

が
激げ

き

化か

し
て
い
く
こ
と

が
懸け

念ね
ん

さ
れ
る
と
し
た
上う

え

で
、

「
最も

っ
と

も
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
る
の
は

女じ
ょ

性せ
い

や
子こ

供ど
も

、
お
年と

し

寄よ

り
や

障し
ょ
う

害が
い

の
あ
る
人ひ

と

た
ち
な
ど
、

社し
ゃ

会か
い

的て
き

に
弱よ

わ

い
立た

ち

場ば

に
あ
る

人ひ
と

々び
と

で
す
」
と
語か

た

り
、
世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

の
生せ

い

活か
つ

向こ
う

上じ
ょ
うに
密み

っ

接せ
つ

に
係か

か

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うさ
れ
た
。

　

殿で
ん

下か

は
「
水み

ず

は
貧ひ

ん

困こ
ん

や
教

き
ょ
う

育い
く

、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
開か

い

発は
つ

目も
く

標ひ
ょ
うと
つ
な
が
る
横お

う

断だ
ん

的て
き

課か

題だ
い

」
と
位い

置ち

づ
け
、「
あ
ら

ゆ
る
分ぶ

ん

野や

の
人ひ

と

々び
と

が
、
包ほ

う

括か
つ

的て
き

な
方ほ

う

法ほ
う

で
問も

ん

題だ
い

を
解か

い

決け
つ

し

て
ゆ
く
た
め
に
、
と
も
に
手て

を
携た

ず
さ
え
る
と
き
で
す
」
と
訴

う
っ
た

え
か
け
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
「
２
１
世せ

い

紀き

は
水み

ず

の
世せ

い

紀き

と
言い

わ
れ
て
い
ま
す

が
、
２
１
世せ

い

紀き

は
水み

ず

に
よ
る

繁は
ん

栄え
い

、
平へ

い

和わ

そ
し
て
幸こ

う

福ふ
く

の
世せ

い

紀き

で
あ
っ
た
と
後こ

う

世せ
い

の

人ひ
と

々び
と

に
呼よ

ば
れ
る
こ
と
と
な

る
よ
う
願ね

が
っ
て
い
ま
す
」
と
締し

め
く
く
り
、
水み

ず

を
巡め

ぐ

る
問も

ん

題だ
い

を
引ひ

き

続つ
づ

き
見み

守ま
も
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
お
考か

ん
がえ
を
示し

め

さ
れ
た
。

　

最さ
い

期ご

に
「
ご
清せ

い

聴ち
ょ
うあ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
ポ

語ご

で
挨あ

い

拶さ
つ

さ
れ
る
と
、
会か

い

場
じ
ょ
う

か
ら
は
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

が
送お

く

ら

れ
た
。

　

翌よ
く

２
０
日か

に
殿で

ん

下か

は
、「
ブ

ラ
ジ
ル
に
お
け
る
水み

ず

危き

機き

」、

「
包ほ

う

括か
つ

的て
き

及お
よ

び
多た

機き

関か
ん

提て
い

携け
い

と
参さ

ん

加か

型が
た

管か
ん

理り

」
を
テ
ー
マ

と
し
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
パ
ネ
ル
を

聴ち
ょ
う

講こ
う

さ
れ
た
ほ
か
、
エ
キ
ス

ポ
＆
フ
ェ
ア
に
て
、
水み

ず

関か
ん

連れ
ん

の
取と

り

組く

み
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
日に

本ほ
ん

の
自じ

治ち

体た
い

や
企き

業ぎ
ょ
うな
ど
が
参さ

ん

加か

す
る
「
日に

本ほ
ん

パ
ビ
リ
オ
ン
」

を
ご
視し

察さ
つ

さ
れ
、
同ど

う

日じ
つ

夜よ
る

に

帰き

路ろ

に
着つ

か
れ
た
。

（５） ２０１８年第４９６５号  ３月 ２８日 （水曜日）
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い
う
。
以い

前ぜ
ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

に
も
支し

援え
ん

を
打だ

診し
ん

し
た
が
、「
こ
れ
は
議ぎ

論ろ
ん

が
分わ

か
れ
る
問も

ん

題だ
い

。
全ぜ

ん

日に
ち

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
うで
あ
る
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

と
し
て
は
、
ど
ち
ら
か
の
側が

わ

に
立た

つ
こ
と
で
立た

ち

場ば

を
偏か

た
よ

ら
せ

る
訳わ

け

に
は
い
か
な
い
」
と
断

こ
と
わ

っ

た
と
い
う
。
戦せ

ん

時じ

下か

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

迫は
く

害が
い

は
先せ

ん

祖ぞ

の
名め

い

誉よ

に

係か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
サ
ン
ト

ス
強

き
ょ
う

制せ
い

立り
つ

退た
い

に
お
け
る
被ひ

害が
い

　
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

だ
か
ら
こ
そ
、
戦せ

ん

争そ
う

前ぜ
ん

後ご

の
移い

民み
ん

迫は
く

害が
い

に
政せ

い

府ふ

の
公こ

う

式し
き

謝し
ゃ

罪ざ
い

を
」
―
―
映え

い

画が

『
闇や

み

の
一い

ち

日に
ち

』

（
２
０
１
２
年ね

ん

）
の
奥お

く

原は
ら

マ
リ
オ
純

じ
ゅ
ん

監か
ん

督と
く

は
２
４
日か

、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で
催も

よ
お
さ
れ
た
講こ

う

演え
ん

会か
い

で
、
謝し

ゃ

罪ざ
い

運う
ん

動ど
う

へ
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを

同ど
う

会か
い

に
求も

と

め
た
。
重

じ
ゅ
う

大だ
い

な
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

と
し
て
１
９
４
３
年ね

ん

８
月が

つ

に
起お

き
た
サ
ン
ト
ス
市し

か
ら
の
枢す

う

軸じ
く

国こ
く

民み
ん

の
２
４
時じ

間か
ん

以い

内な
い

強き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
で
は
、
５
８
５
世せ

帯た
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
う
ち
３
７
５
世せ

帯た
い

が
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

だ
っ
た
。
奥お

く

原は
ら

監か
ん

督と
く

は
１
５
年ね

ん

１
２
月が

つ

に
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
うを
伴と

も
な
わ
な
い
謝し

ゃ

罪ざ
い

要よ
う

求き
ゅ
う

訴そ

訟し
ょ
うを
起お

こ
し
、
法ほ

う

務む

省し
ょ
うで
受じ

ゅ

理り

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
審し

ん

議ぎ

は
進す

す

ま
ず
、

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

か
ら
謝し

ゃ

罪ざ
い

運う
ん

動ど
う

の
支し

援え
ん

を
得え

た
う
え
で
加か

速そ
く

さ
せ
た
い
意い

向こ
う

だ
。

者し
ゃ

の
大た

い

半は
ん

は
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
前ま

え

向む

き
な
姿し

勢せ
い

だ
。
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
支し

援え
ん

が
あ
れ
ば
飯い

い

星ほ
し

ワ
ル
テ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

も
力

ち
か
ら

添ぞ

え
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と

い
い
、
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の

節ふ
し

目め

に
審し

ん

議ぎ

が
進し

ん

展て
ん

す
る
こ

と
を
期き

待た
い

し
た
い
と
こ
ろ
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖せ
い

市し

内な
い

で
ビ
ー
ル
「
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｏ
」
を
飲の

み
た
い
人ひ

と

向む

け

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映え

い

画が

監か
ん

督と
く

の
松ま

つ

林ば
や
し

要よ
う

樹じ
ゅ

氏し

が
１
６

年ね
ん

８
月が

つ

、
強

き
ょ
う

制せ
い

立り
つ

退た
い

時じ

の
サ

ン
ト
ス
在ざ

い

住じ
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

名め
い

簿ぼ

を
発は

っ

見け
ん

し
た
。
記き

載さ
い

者し
ゃ

の
大た

い

半は
ん

が
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

研け
ん

究
き
ゅ
う

塾じ
ゅ
くが
調

ち
ょ
う

査さ

を
始は

じ

め
る
流な

が

れ
で
、

こ
の
講こ

う

演え
ん

は
企き

画か
く

さ
れ
た
。

約や
く

１
０
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

、
注

ち
ゅ
う

目も
く

の
高た

か

さ
を
伺う

か
がわ
せ
た
。

　

奥お
く

原は
ら

監か
ん

督と
く

、
エ
ス
タ
ー
ド

紙し

の
保お

久く

原ば
る

ジ
ョ
ル
ジ
淳あ

つ

次じ

論ろ
ん

説せ
つ

委い

員い
ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

塾じ
ゅ
く

同ど
う

人じ
ん

誌し

「
群む

り

星ぶ
し

」
の
宮み

や

城ぎ

あ
き
ら
編へ

ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うが
登と

う

壇だ
ん

し
、
強

き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
の
真し

ん

相そ
う

を
紐ひ

も

解と

い
た
。

　

ま
ず
保お

久く

原ば
る

論ろ
ん

説せ
つ

委い

員い
ん

が
、
な
ぜ
強

き
ょ
う

制せ
い

立り
つ

退た
い

が
生

し
ょ
う

じ
た
の
か
を
当と

う

時じ

の
歴れ

き

史し

的て
き

文ぶ
ん

脈み
ゃ
く
か
ら
説せ

つ

明め
い

し
た
。

１
９
３
７
年ね

ん

か
ら
４
５
年ね

ん

ま

で
の
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
独ど

く

裁さ
い

政せ
い

権け
ん

の

新し
ん

国こ
っ

家か

体た
い

制せ
い

の
も
と
で
、
敵て

き

性せ
い

国こ
く

民み
ん

と
し
て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
弾だ

ん

圧あ
つ

さ
れ
た
。
迫は

く

害が
い

の
史し

実じ
つ

を

当と
う

時じ

の
法ほ

う

令れ
い

か
ら
解か

い

説せ
つ

し
、

サ
ン
ト
ス
沖お

き

の
独ど

く

潜せ
ん

水す
い

艦か
ん

に

よ
る
貨か

物も
つ

船せ
ん

魚ぎ
ょ

雷ら
い

撃げ
き

沈ち
ん

事じ

件け
ん

が
引ひ

き
金が

ね

と
な
り
、
国こ

く

防ぼ
う

上
じ
ょ
う

の
脅

き
ょ
う

威い

と
し
て
サ
ン
ト
ス
強

き
ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
を
迫せ

ま

ら
れ
た
事じ

実じ
つ

に
言げ

ん

及き
ゅ
うし
た
。

　

宮み
や

城ぎ

編へ
ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うが
「
立た

ち

退の

き

者し
ゃ

の
大た

い

半は
ん

が
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

と
知し

り
衝

し
ょ
う

撃げ
き

を
受う

け
た
。
被ひ

害が
い

者し
ゃ

は
生せ

い

活か
つ

基き

盤ば
ん

を
破は

壊か
い

さ
れ
、

戦せ
ん

後ご

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

家か

族ぞ
く

を
形け

い

成せ
い

し
、
子こ

供ど
も

を
立り

っ

派ぱ

に
育そ

だ

て
て
こ
ら
れ
た
。
そ

ん
な
先せ

ん

達だ
つ

の
無む

念ね
ん

に
対た

い

し
、

今い
ま

ま
で
史し

実じ
つ

を
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
認に

ん

識し
き

し
て
こ
な
か
っ
た
」
と
残ざ

ん

念ね
ん

そ

う
に
語か

た
っ
た
。

　
「
群む

り

星ぶ
し

」
第だ

い

３
号ご

う

で
は
、

在ざ
い

住じ
ゅ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

名め
い

簿ぼ

全す
べ

て
を
掲け

い

載さ
い

し
、
当と

う

時じ

を
知し

る
４
人に

ん

の

生せ
い

存ぞ
ん

者し
ゃ

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

を
掲け

い

載さ
い

。
第だ

い

４
号ご

う

に
向む

け
て
調

ち
ょ
う

査さ

を
深ふ

か

め

る
な
か
で
新あ

ら

た
に
得え

た
証

し
ょ
う

言げ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
つ
つ
、「
こ
の
事じ

件け
ん

を
徹て

っ

底て
い

的て
き

に
追つ

い

及き
ゅ
うし
て
い
く
」

と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

最さ
い

後ご

に
奥お

く

原は
ら

監か
ん

督と
く

が
、

１
３
年ね

ん

に
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

で
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

迫は
く

害が
い

に
関か

ん

す
る
公こ

う

聴ち
ょ
う

会か
い

が
開ひ

ら

か
れ
、
謝し

ゃ

罪ざ
い

要よ
う

求き
ゅ
う

訴そ

訟し
ょ
うに
繋つ

な

が
っ
た
経け

い

緯い

を
説せ

つ

明め
い

。

「
謝し

ゃ

罪ざ
い

要よ
う

求き
ゅ
うを
行お

こ
な

う
た
め
に

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
支し

援え
ん

を
お
願ね

が

い
し
た
い
」
と
訴う

っ
た
え
、
島し

ま

袋
ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

会か
い

長ち
ょ
うに
嘆た

ん

願が
ん

書し
ょ

を
手て

渡わ
た

す
と
、
拍は

く

手し
ゅ

が
沸わ

い
た
。

　

参さ
ん

加か

し
た
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

松ま
つ

下し
た

瞳ひ
と
みマ
ル
リ
会か

い

長ち
ょ
うは
「
米べ

い

国こ
く

や
カ
ナ
ダ
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

さ
れ
た
事じ

実じ
つ

は
知し

っ

て
い
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
こ

ん
な
事じ

実じ
つ

が
あ
っ
た
と
は
…
」

と
驚お

ど
ろ
き
を
禁き

ん

じ
え
な
い
様よ

う

子す

だ
っ
た
。

　

父ふ

母ぼ

方か
た

の
家か

族ぞ
く

と
も
に
強

き
ょ
う

制せ
い

立り
つ

退た
い

を
さ
せ
ら
れ
た
島し

ま

袋ぶ
く

カ
ミ
ロ
文ぶ

ん

協き
ょ
う

理り

事じ

は
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

に
対た

い

し
て
政せ

い

府ふ

が
行

お
こ
な

っ

た
過あ

や
ま
ち
を
認み

と

め
さ
せ
る
こ
の

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

。
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

に
理り

不ふ

尽じ
ん

な
損そ

ん

害が
い

を

与あ
た

え
た
こ
と
に
対た

い

す
る
謝し

ゃ

罪ざ
い

運う
ん

動ど
う

は
理り

に
か
な
っ
た
も
の
」

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行お

こ
な

う
浜は

ま

田だ

領り
ょ
う

事じ

及お
よ

び
ジ
ノ
財ざ

い

団だ
ん

会か
い

長ち
ょ
う

（
提て

い

供き
ょ
う

写し
ゃ

真し
ん

）

　

北ほ
く

東よ
う

伯は
く

マ
ラ
ニ
ョ
ン
州し

ゅ
う

サ
ン
ル
イ
ス
市し

ア
ル
デ
ノ
ラ
・
ベ
ロ

癌が
ん

病び
ょ
う

院い
ん

で
１
２
日に

ち

、
同ど

う

病
び
ょ
う

院い
ん

を
運う

ん

営え
い

す
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ジ
ョ
ル
ジ・
ジ
ノ
財ざ

い

団だ
ん

に
対た

い

し
、

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
草く

さ

の
根ね

・
人に

ん

間げ
ん

の
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

無む

償し
ょ
う

資し

金き
ん

協
き
ょ
う

力り
ょ
くを
通つ

う

じ
て
製せ

い

作さ
く

さ
れ
た
子し

宮き
ゅ
う

頸け
い

癌が
ん

予よ

防ぼ
う

の
た
め
の
移い

動ど
う

診し
ん

療り
ょ
う

所じ
ょ

を
供

き
ょ
う

与よ

す
る
式し

き

典て
ん

が

開か
い

催さ
い

さ
れ
た
。

　

同ど
う

式し
き

典て
ん

に
は
エ
ニ
デ
・
ジ

ノ
同ど

う

財ざ
い

団だ
ん

会か
い

長ち
ょ
う、
マ
ラ
ニ
ョ
ン

州し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
カ
ル
ロ
ス
・
ル
ー

ラ
保ほ

健け
ん

長ち
ょ
う

官か
ん

、
マ
ラ
ニ
ョ
ン

州し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

議ぎ

員い
ん

、
同ど

う

財ざ
い

団だ
ん

及お
よ

び

ア
ル
デ
ノ
ラ
・
ベ
ロ
癌が

ん

病び
ょ
う

院い
ん

の
ス
タ
ッ
フ
等な

ど

約や
く

５
０
人に

ん

が

参さ
ん

加か

し
た
。

　
「
ア
ミ
ー
ゴ
・
ダ
・
ビ
ー
ダ
」

（
命い

の
ち

の
友と

も

達だ
ち

）
と
命め

い名
さ
れ

た
移い

動ど
う

診し
ん

療り
ょ
う

所じ
ょ

を
受じ

ゅ

領り
ょ
うし
た

に
、
販は

ん

売ば
い

店て
ん

を
以い

下か

に
記き

載さ
い

す
る
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く

）。【
バ
ー

ル
・
飲い

ん

食し
ょ
く

店て
ん

】
▼
Ｂ
ｌ
ｏ

ｏ
ｄ
ｙ　

Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ　

Ｂ

ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
（R

u
a Iaiá, 

31, Ita
im

 B
ib

i

）、
▼

Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｒ
ｉ
ｕ
ｍ　

ｕ

ｍ　

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ　

Ｓ
ａ

ｏ　

Ｐ
ａ
ｕ
ｌ
ｏ
（R

u
a 

Ferreira de A
raújo, 

5
8

9
, P

in
h

e
iro

s

）、

【
専せ

ん

門も
ん

店て
ん

】
▼
Ｂ
ｅ
ｅ
ｒ
４

Ｕ
（R

u
a C

ristó
v

ã
o 

d
e
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u

r
g

o
s
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4

, 
Su

m
a

rezin
h

o

）、
▼

Ｌ
‘
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ
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u
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P
e

d
ro C

risti, 8
9
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P

in
h
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）、
▼
Ｅ
ｍ
ｐ

ｏ
ｒ
ｉ
ｏ　

Ａ
ｌ
ｔ
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ｄ

ｏ
ｓ　

Ｐ
ｉ
ｎ
ｈ
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）
な
ど
。
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

の

パ
ス
コ
ア
の
連れ

ん

休き
ゅ
うに
足あ

し

を
運は

こ

ん
で
み
て
は
？

申
もうし
込
こ
みは来

ら い
月
げ つ
10 日

か
まで

神
こう

戸
べ

で 110 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

行
ぎょう

事
じ

サ
ン
ト
ス
強き

ょ
う

制せ
い

立た
ち

退の

き
を
語か

た

る

奥お
く

原は
ら

監か
ん

督と
く

、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
協き

ょ
う

力り
ょ
く

依い

頼ら
い

戦
せん

中
ちゅう

の日
に

本
ほん

人
じん

迫
はく

害
がい

に政
せい

府
ふ

謝
しゃ

罪
ざい

を！
（７） ２０１８年第４９６５号 	 ３月	２８日	（水曜日）

マ
ラ
ニ
ョ
ン
州し

ゅ
う

の
癌が

ん

病び
ょ
う

院い
ん

に

草く
さ

の
根ね

協き
ょ
う

力り
ょ
く

で
移い

動ど
う

診し
ん

療り
ょ
う

所じ
ょ

ベレン

謝
しゃ

罪
ざい

運
うん

動
どう

への協
きょう

力
りょく

を求
もと

めた奥
おく

原
はら

監
かん

督
とく

（中
ちゅう

央
おう

）

全ぜ
ん

伯ぱ
く

短た
ん

歌か

大た
い

会か
い

応お
う

募ぼ

受う
け

付つ
け

中ち
ゅ
う

、
６
月が

つ

１
５
日に

ち

ま
で

エ
ニ
デ
・
ジ
ノ
財ざ

い

団だ
ん

会か
い

長ち
ょ
うは
、

「
こ
の
移い

動ど
う

診し
ん

療り
ょ
う

所じ
ょ

に
よ
り
、

遠え
ん

隔か
く

地ち

、
特と

く

に
貧ひ

ん

困こ
ん

地ち

域い
き

の

女じ
ょ

性せ
い

を
往お

う

診し
ん

し
効こ

う

果か

的て
き

な
子し

宮き
ゅ
う

頸け
い

癌が
ん

対た
い

策さ
く

を
行お

こ
な

う
こ
と
が

で
き
る
」
と
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ
た
。

と
理り

解か
い

を
示し

め

し
た
。

　

今こ
ん

後ご

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

役や
く

員い
ん

会か
い

で

協き
ょ
う

力り
ょ
くに
つ
い
て
検

け
ん
と

討う

さ
れ
る
。

島し
ま

袋ぶ
く
ろ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
初は

じ

め
て
知し

っ

た
と
い
う
人ひ

と

も
多お

お

か
っ
た
。
こ

れ
は
非ひ

常じ
ょ
うに
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
問も

ん

題だ
い

で
、

こ
の
事じ

実じ
つ

を
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
認に

ん

知ち

さ
せ
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
形か

た
ち
で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くで
き
れ

ば
」
と
前ま

え

向む

き
な
姿し

勢せ
い

を
示し

め

し
た
。
講こ

う

演え
ん

会か
い

後ご

、
映え

い

画が

『
闇や

み

の
一い

ち

日に
ち

』
も
上

じ
ょ
う

映え
い

さ
れ
、

出し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

は
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
て
い

た
。

　

ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

と
椰や

子し

樹じ
ゅ

社し
ゃ

（
多た

田だ

邦く
に

治は
る

代だ
い

表ひ
ょ
う）
が
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
『
第だ

い

７
０
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

短た
ん

歌か

大た
い

会か
い

』
が
、
９
月が

つ

９
日か

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
聖せ

い

市し

文ぶ
ん

協き
ょ
うビ
ル

５
階か

い

の
エ
ス
ぺ
ラ
ン
サ
婦ふ

人じ
ん

会か
い

サ
ロ
ン
（R

u
a Sao Joa-

q
u

im
, 3

8
1

）
で
開か

い

催さ
い

さ

れ
る
に
あ
た
り
、
作さ

く

品ひ
ん

を
公こ

う

募ぼ

し
て
い
る
。
応お

う

募ぼ

無む

料り
ょ
う。

　

未み

発は
っ

表ぴ
ょ
うの
自じ

作さ
く

の
作さ

く

品ひ
ん

２
首し

ゅ

ま
で
。
指し

定て
い

の
応お

う

募ぼ

用よ
う

紙し

も
し
く
は
準じ

ゅ
ん

ず
る
用よ

う

紙し

に
楷か

い

書し
ょ

で
縦た

て

書が

き
。
名な

前ま
え

、
年ね

ん

齢れ
い

、
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

、
電で

ん

話わ

番ば
ん

号ご
う

を
明め

い

記き

す
る
こ
と
。

　

応お
う

募ぼ

者し
ゃ

に
は
全ぜ

ん

応お
う

募ぼ

作さ
く

品ひ
ん

と
選せ

ん

歌か

用よ
う

紙し

が
送そ

う

付ふ

さ
れ
る

た
め
、
大た

い

会か
い

出し
ゅ
っ

欠け
つ

に
限か

ぎ

ら
ず

選せ
ん

歌か

す
る
こ
と
が
可か

能の
う

。
賞

し
ょ
う

品ひ
ん

は
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
人ひ

と

の
み
に
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
る
。
ま
た
、
作さ

く

品ひ
ん

は

ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

と
椰や

子し

樹じ
ゅ

誌し

に
掲け

い

載さ
い

さ
れ
る
。

　

応お
う

募ぼ

締し
め

切き
り

は
、
６
月が

つ

１
５

日に
ち

（
厳げ

ん

守し
ゅ

）。
郵ゆ

う

便び
ん

局き
ょ
くの
ス
ト

ラ
イ
キ
等な

ど

の
た
め
早は

や

め
に
送お

く

る
こ
と
。
送お

く

り
先さ

き

はH
A

R
-

U
M

I N
A

K
A

TA
N

I

（
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

＝A
v. Sao P

au
lo

, 
6

2
5

, Jd. Jordanopo -
lis, S

a
o B

ern
a

rd
o 

do C
am

p
o, SP, C

EP
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）
ま
で
。

　

奥お
く

原は
ら

監か
ん

督と
く

に
よ
れ
ば
、
法ほ

う

務む

省し
ょ
う

管か
ん

轄か
つ

の
真し

ん

実じ
つ

究き
ゅ
う

明め
い

委い

員い
ん

会か
い

に
は
、
お
よ
そ
２
万ま

ん

件け
ん

以い

上じ
ょ
うの
訴そ

訟し
ょ
う

案あ
ん

件け
ん

が
付ふ

託た
く

さ

れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
軍ぐ

ん

事じ

政せ
い

権け
ん

下か

に
お
け
る
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

関か
ん

連れ
ん

の
訴そ

訟し
ょ
う

案あ
ん

件け
ん

と

（
三み

野の

哲て
つ

治じ

理り

事じ

長ち
ょ
う、
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

神こ
う

戸べ

市し

所し
ょ

在ざ
い

）
は
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
移い

住じ
ゅ
う１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

」
を
４
月が

つ

２
８

日に
ち

、
神こ

う

戸べ

海か
い

洋よ
う

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

（
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

神こ
う

戸べ

市し

中ち
ゅ
う

央お
う

区く

波は

止と

場ば

町ち
ょ
う２
の
２
）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

最さ
い

初し
ょ

の
移い

民み
ん

船せ
ん

「
笠か

さ

戸と

丸ま
る

」
が
神こ

う

戸べ

港こ
う

を
出

し
ゅ
っ

航こ
う

し
た

４
月が

つ

２
８
日に

ち

に
合あ

わ
せ
て
行

お
こ
な

わ
れ
る
同ど

う

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

。

　

同ど
う

日じ
つ

午ご

後ご

１
時じ

１
５
分ふ

ん

か

ら
２
時じ

４
５
分ふ

ん

ま
で
記き

念ね
ん

講こ
う

演え
ん

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
、
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作さ

っ

家か

・
山や

ま

根ね

一か
ず

眞ま

氏し

が

「
人じ

ん

類る
い

滅め
つ

亡ぼ
う

危き

機き

世せ
い

紀き

の
貢こ

う

献け
ん

シ
ナ
リ
オ
～
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

人じ
ん

パ
ワ
ー
に
期き

待た
い

す
る
次つ

ぎ

の
１
１
０
年ね

ん

～
」
を
テ
ー
マ

に
講こ

う

演え
ん

。

　

午ご

後ご

３
時じ

か
ら
４
時じ

１
０

分ぷ
ん

ま
で
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
催も

よ
お

し
、

会か
い

場じ
ょ
う

前ま
え

の
「
移い

民み
ん

船せ
ん

乗じ
ょ
う

船せ
ん

記き

念ね
ん

碑ひ

」
を
見け

ん

学が
く

。
午ご

後ご

４

時じ

４
０
分ふ

ん

か
ら
５
時じ

５
０
分ぷ

ん

ま
で
、
祝

し
ゅ
く

賀が

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行

お
こ
な

わ
れ
る
。

　

当と
う

日じ
つ

は
正

し
ょ
う

午ご

半は
ん

か
ら
受う

け

付つ
け

開か
い

始し

。
申

も
う
し

込こ

み
は
所し

ょ

定て
い

の
連れ

ん

絡ら
く

表ひ
ょ
うに
て
、
４
月が

つ

１
０
日か

迄ま
で

に
申

も
う
し

込こ

み
す
る
こ
と
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
、同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く（
０
７ 

８
・
２
３
０
・
２
８
９
１
／

Ｅ
メ
ー
ル
・h

osoe@
n

ip 
paku-k.or.jp

）
ま
で
。

　商
しょう

品
ひん

名
めい

の「相
すも

撲
う

」は男
だん

性
せい

優
ゆう

位
い

の環
かん

境
きょう

で頑
がん

張
ば

る女
じょ

性
せい

を讃
たた

え
たものだ。メールでの取

しゅ

材
ざい

に答
こた

えた木
き

村
むら

さんは、「相
すも

撲
う

では
まだまだ女

じょ

性
せい

力
りき

士
し

が少
すく

ないように、ビールや強
つよ

いお酒
さけ

は男
だん

性
せい

のものと考
かんが

えられがち。女
じょ

性
せい

も違
ちが

いなく楽
たの

しめるということを
伝
つた

えたい」と説
せつ

明
めい

した。

新し
ん

商し
ょ
う

品ひ
ん

の
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

ジャパス・セルヴェジャリア

柚
ゆ

子
ず

風
ふう

味
み

の
「ＳＵＭÔ」販

はん

売
ばい

中
ちゅう

　木
き

村
むら

マイラ、上
うえ

野
の

フェ
ルナンダ、 島

しま

田
だ

ユミさ
んによるビールメーカー

「ＪＡＰＡＳ　ＣＥＲ
ＶＥＪＡＲＩＡ」から
先
せん

月
げつ

１７日
にち

、インディ
ア・ペールエール（通

つう

称
しょう

ＩＰＡ）のベースに
柚
ゆ

子
ず

を加
くわ

えた「ＳＵＭ
Ｏ」をヴァルゼア・パウ
リスタ市

し

のビール醸
じょう

成
せい

所
じょ

ダヴィダで発
はっ

表
ぴょう

した。
　アルコール度

ど

数
すう

８・
８％の「ＳＵＭＯ」は
レモンドロップ、エクア
ノット、柚

ゆ

子
ず

のホップが
特
とく

徴
ちょう

。柚
ゆ

子
ず

はアチバイ
アのミツイキ・クラウジ
オさんが栽

さい

培
ばい

しているも
のを使

し

用
よう

した。

　

３
月が

つ

１
３
日に

ち

に
浜は

ま

田だ

領り
ょ
う

事じ

が
表

ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

し
た
ジ
ノ
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

は
「
癌が

ん

対た
い

策さ
く

は
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の

優ゆ
う

先せ
ん

事じ

項こ
う

で
あ
る
」
と
本ほ

ん

協
き
ょ
う

力り
ょ
くに
対た

い

す
る
謝し

ゃ

意い

を
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
、

「
本ほ

ん

件け
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
く

を
契け

い

機き

と
し

て
、
農の

う

業ぎ
ょ
うや
鉄て

つ

道ど
う

運う
ん

輸ゆ

分ぶ
ん

野や

で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高た

か

い
同ど

う

州
し
ゅ
う

と
日に

本ほ
ん

と
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

関か
ん

係け
い

が
一い

っ

層そ
う

強き
ょ
う

化か

さ
れ
る
こ
と
を
期き

待た
い

す
る
」
と
述の

べ
た
。

　
一い

っ

般ぱ
ん

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

日に
っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

　同
どう

商
しょう

品
ひん

は一
ひと

缶
かん

４７３ミリリットル、３９・
９０レで販

はん

売
ばい

している。また、ジャスミン風
ふう

味
み

の「ＭＡＴＳＵＲＩＫＡ」（３５５ミリリッ
トル）、わさび風

ふう

味
み

の「ＷＡＳＡＢＩＲＵ」
（同

どう

）も。
　ビール専

せん

門
もん

のインターネット通
つう

販
はん

サイト
「ホップ・パック」（http://ur0.link/JbdS）
で販

はん

売
ばい

している。ほか、聖
せい

市
し

内
ない

のビール専
せん

門
もん

バールなどで販
はん

売
ばい

している。



　

在ざ
い

外が
い

公こ
う

館か
ん

管か
ん

轄か
つ

区く

毎ご
と

に
分わ

か
れ
た
８
グ
ル
ー
プ
と
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

ら
要よ

う

人じ
ん

１
グ
ル
ー
プ
の

計け
い

９
グ
ル
ー
プ
に
分わ

か
れ
、

山や
ま

田だ

彰あ
き
ら

大た
い

使し

が
付つ

き
添そ

っ
て

懇こ
ん

親し
ん

を
深ふ

か

め
ら
れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

の
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うが
自じ

己こ

紹し
ょ
う

介か
い

を
す
る

と
、
殿で

ん

下か

は
「
ど
う
い
う
式し

き

典て
ん

を
す
る
の
で
す
か
？
」
と

お
尋た

ず

ね
に
な
っ
た
。

　

菊き
く

地ち

さ
ん
が
式し

き

典て
ん

概が
い

要よ
う

を

説せ
つ

明め
い

し
た
上う

え

、「
２
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
続つ

づ

く
よ
う
、
若わ

か

い
人ひ

と

た

ち
に
多お

お

く
参さ

ん

加か

し
て
も
ら
い
、

先せ
ん

輩ぱ
い

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

に
負ま

け
な
い
よ

う
開か

い

拓た
く

精せ
い

神し
ん

を
引ひ

継き
つ

い
で
も

ら
い
た
い
。
皇こ

う

室し
つ

か
ら
の
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

へ
の
参さ

ん

列れ
つ

を
是ぜ

非ひ

と

在
ざい

ブラジル日
に

本
ほん

国
こく

大
たい

使
し

館
かん

に姿
すがた

を表
あら

わされた皇
こう

太
たい

子
し

殿
でん

下
か

各
かく

地
ち

日
にっ

系
けい

社
しゃ

会
かい

の精
せい

力
りょく

的
てき

な活
かつ

動
どう

を悦
よろこ

ばれた

慈
じ

愛
あい

に満
み

ちた朗
ほが

らかな表
ひょう

情
じょう

を浮
う

かべ、出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

の話
はなし

に熱
ねっ

心
しん

に耳
みみ

を傾
かたむ

けられた

　
「
ど
う
い
う
式し

き

典て
ん

を
す
る
の
で
す
か
？
」
―
―
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

は
１
８
日に

ち

午ご

後ご

、
在ざ

い

ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

国こ
く

大た
い

使し

公こ
う

邸て
い

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

代だ
い

表ひ
ょ
うレ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

臨り
ん

席せ
き

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

に
興

き
ょ
う

味み

を
示し

め

さ
れ
た
。
全ぜ

ん

伯ぱ
く

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

ら
５
３
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
拍は

く

手し
ゅ

で
迎む

か

え
ら
れ
た
殿で

ん

下か

は
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

一ひ
と

人り

一ひ
と

人り

の

話は
な
しに
深ふ

か

く
耳み

み

を
傾か

た
む
け
ら
れ
、
慈じ

愛あ
い

に
満み

ち
た
朗ほ

が

ら
か
な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで
、
励は

げ

ま
し
の
お
言こ

と

葉ば

を

か
け
ら
れ
た
。

も
お
願ね

が

い
し
ま
す
」と
語か

た

る
と
、

「
大た

い

変へ
ん

い
い
こ
と
で
す
ね
」
と

に
っ
こ
り
と
微

ほ
ほ
え

笑
ん
で
喜よ

ろ
こ
ば
れ

た
と
い
う
。

　

パ
ラ
ナ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
上か

み

口ぐ
ち

寛ひ
ろ
し

会か
い

長ち
ょ
うも
、「
１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

で
の
皇こ

う

室し
つ

の
ご
臨り

ん

席せ
き

を
お
待ま

ち
し
て
お
り
ま
す
。

今こ

年と
し

は
マ
リ
ン
ガ
ー
と
ロ
ン
ド

リ
ー
ナ
で
開か

い

催さ
い

す
る
の
で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
頑が

ん

張ば

っ
て
お
り
ま
す
」

と
話は

な
し
を
し
た
と
こ
ろ
、「
準

じ
ゅ
ん

備び

が
大た

い

変へ
ん

で
す
ね
。
頑が

ん

張ば

っ
て

下く
だ

さ
い
」
と
励は

げ

ま
し
の
お
言こ

と

葉ば

を
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

二に
の

宮み
や

正ま
さ

人と

弁べ
ん

護ご

士し

に
対た

い

し

殿で
ん

下か

は
、「
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

が
『
二に

の

宮み
や

さ
ん
に
宜よ

ろ

し
く
』
と
仰

お
っ
し
ゃ

っ

て
い
ま
し
た
」
と
お
話は

な
し

に

な
っ
た
と
い
う
。
二に

の

宮み
や

さ
ん
は

「
大た

い

変へ
ん

光こ
う

栄え
い

に
思お

も

い
ま
し
た
」

と
笑え

み
を
浮う

か
べ
た
。
来ら

い

年ね
ん

５
月が

つ

１
日た

ち

に
は
新し

ん

天て
ん

皇の
う

に
ご

即そ
く

位い

さ
れ
る
殿で

ん

下か

に
つ
い
て

「
色い

ろ

々い
ろ

な
ご
公こ

う

務む

を
こ
な
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
つ

つ
が
な
く
陛へ

い

下か

の
後あ

と

を
継つ

が

れ
る
で
し
ょ
う
」
と
語か

た
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

に
ご
接せ

っ

見け
ん

を
賜

た
ま
わ
っ
た
と
い
う
ブ

ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
呉ご

屋や

春は
る

美み

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
１
０

年ね
ん

前ま
え

と
お
変か

わ
り
な
い
で
す

ね
」
と
話は

な

し
た
と
こ
ろ
、
殿で

ん

下か

は
「
懐な

つ

か
し
い
で
す
ね
」

な
ど
と
懐か

い

古こ

さ
れ
た
と
い
う
。

呉ご

屋や

会か
い

長ち
ょ
うは
「
ど
ん
な
話は

な
し
も

真し
ん

摯し

に
聞き

い
て
く
だ
さ
る
。

そ
の
思お

も

い
や
り
、
優や

さ

し
い
お

姿す
が
たは
１
０
年ね

ん

前ま
え

と
全ま

っ
た
く
お
変か

わ
り
な
い
」
と
の
印い

ん

象し
ょ
うを
語か

た
っ

た
。

　

連れ
ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

の
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

娯ご

楽ら
く

協き
ょ
う

会か
い

の
梅う

め

田だ

寛
ひ
ろ
し

ワ
ル
デ
マ
ル
会か

い

長ち
ょ
うは
、「
ご
訪ほ

う

問も
ん

は
大た

い

変へ
ん

有あ

り
難が

た

い
こ
と
。

三さ
ん

、
四よ

ん

世せ
い

な
ど
若わ

か

い
世せ

代だ
い

に

と
っ
て
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

。
我わ

れ

々わ
れ

の
体か

ら
だに

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
血ち

が
流な

が

れ
、
日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

を
次じ

世せ

代だ
い

に
引ひ

き
渡わ

た

し
た
い
と
思お

も
っ
て
い
る
」
と
語か

た

り
、「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し
て
の
若わ

か

者も
の

の
意い

識し
き

を
強つ

よ

め
、
日に

っ

伯ぱ
く

交こ
う

流
り
ゅ
う

強き
ょ
う

化か

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
き
た
い
」

と
背せ

筋す
じ

を
正た

だ

し
た
。

　

ご
接せ

っ

見け
ん

に
あ
た
っ
て
は
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が
自じ

己こ

紹し
ょ
う

介か
い

や
各か

く

団だ
ん

体た
い

の
近き

ん

況き
ょ
うを
ご
報ほ

う

告こ
く

し
、
殿で

ん

下か

は
終

し
ゅ
う

始し

、
慈じ

愛あ
い

に
満み

ち
た

朗ほ
が

ら
か
な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで
「
多た

方ほ
う

面め
ん

に
渡わ

た
っ
て
活か

つ

躍や
く

し
て
い
ま
す
ね
」

「
お
元げ

ん

気き

で
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
て

下く
だ

さ
い
」「
成せ

い

功こ
う

を
お
祈い

の

り
し

て
い
ま
す
」
な
ど
と
励は

げ

ま
し

の
お
言こ

と

葉ば

を
か
け
ら
れ
て
い

た
。

　

首し
ゅ

都と

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
「
第だ

い

８
回か

い

世せ

界か
い

水み
ず

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る

た
め
、
私し

的て
き

に
ブ
ラ
ジ
ル
を

ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
殿で

ん

下か

。
浩

ひ
ろ
の

宮み
や

さ
ま
時じ

代だ
い

の
１
９
８
２
年ね

ん

に
、

海か
い

外が
い

最さ
い

初し
ょ

の
公こ

う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

先さ
き

と

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
を
初は

じ

め
て
ご

訪ほ
う

問も
ん

さ
れ
、
２
０
０
８
年ね

ん

の

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
０
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

で
は
、
日に

っ

伯ぱ
く

交こ
う

流り
ゅ
う

年ね
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

名め
い

誉よ

総そ
う

裁さ
い

を
お

務つ
と

め
に
な
り
、
１
０
日か

間か
ん

で

８
都と

市し

を
歴れ

き

訪ほ
う

さ
れ
た
。
今こ

ん

回か
い

は
そ
れ
に
続つ

づ

く
３
度ど

目め

の

訪ほ
う

問も
ん

と
な
っ
た
。

　

米べ
い

マ
イ
ア
ミ
経け

い

由ゆ

で
、

１
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

頃ご
ろ

、
民み

ん

間か
ん

機き

に
て
首し

ゅ

都と

に
ご
到と

う

着ち
ゃ
く。
午ご

後ご

２
時じ

に
は
、
セ
ラ
ー
ド
農の

う

牧ぼ
く

畜ち
く

研け
ん

究き
ゅ
うセ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｍ

Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ａ
）
を
３
６
年ね

ん

ぶ

り
に
ご
視し

察さ
つ

さ
れ
た
後の

ち

、
こ

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
臨の

ぞ

ま
れ

た
。

１
１
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

に
ご
関か

ん

心し
ん

示し
め

さ
れ

日
にっ

系
けい

代
だい

表
ひょう

に励
はげ

ましのお言
こと

葉
ば

皇こ
う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

が
首し

ゅ

都と

の
大た

い

使し

館か
ん

で
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